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研究成果の概要（英文）：The imaginary-distance procedure with an enhanced amplification factor is 
applied to the Yee-mesh-based implicit beam-propagation method in the cylindrical co-ordinate 
system. The developed technique is adopted to study the effect of core location in a buried Si-wire 
waveguide with various aspect ratios. Reduced bend loss is achieved when the air-cladding interface 
is placed at the position where the field amplitude decays to 5% of its peak. In comparison with the
 results obtained from the transformed index method in the rectangular co-ordinate system, we find 
the transformed technique based on an exponential function is superior to that obtained from a 
linear function. 
We finally investigate the effect of the sidewall roughness on the propagation behavior. It is found
 that the bend loss becomes largest when the correlation length is around 100 nm, and that the 





























突き止めた[文献③]。提案構造は、TE と TM モードの性質の差異で生じる偏波依存損も同時に
















































































高さと幅を hco と wco と定
義し、コア幅は標準的な








TE と TM モードの PBL のふるまい
を dairの関数として示している。コ
アの高さは、hco=0.26、0.30、0.40
μm を選択している。図より TE モ









なった。             図 2 コアの埋め込み量に対する純粋屈曲損(wco=0.40μm) 
(a) hco=0.26μm  (b)hco=0.30μm  (c)hco=0.40μm 
 
(3) 図 2 に示したように TE モードの PBL は十分に小さいので、次に TM モードにおいて、コア
のアスペクト比（hco/wco）が最小 PBL に及ぼす効果を調査する。図 3はコアアスペクト比の関数
























ることを明らかにしている。本研究では、   図 3 アスペクト比に対する最小純粋屈曲損と 
強導波のシリコン細線導波路において同      その場合の埋め込み量（TMモード） 
様なガイドラインが存在することを明ら 
かにする。                 
 















1.00 の範囲では、コアの最適埋め込み量は、     図 4 空気／コア境界での界振幅比 
空気／クラッド境界で界振幅がピーク値から     （ピーク値に対する％）の関数で示した 

















図 5 各手法における屈曲半径に対する 
純粋屈曲損の比較 
 
(9) まず、検討する手法を整理する。2次元構造における等角写像法に基づく TI 法を盲目的に
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3 次元導波路に使用する場合を CM-TI 法と表記する。この場合コア幅が変化する。他方、コア幅









(11) 図示こそしないが、実効屈折率の評価においても、CM-TI 法では誤差が大きく、E-TI 法が
比較的良い近似を与えることが分かった。 
 












・ラフネスの影響は、TEモードの伝搬特性において、TM モードに比べて顕著に現れる。これは、  
電界の法線成分がラフネス界面で強く作用（空気側で振幅が増大）するためと解釈される。 
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